
令和３年度病床機能報告と定量的基準の照合結果 
 

  

 

定量的基準は，基準が曖昧な病床機能報告制度において，１つの客観的な目安として，

病床機能報告の捉え方を県として示すもの。 

 一方で，あくまでも入院料をベースとした基準であるため，実際に提供されている医療

内容によっては，目安によらない報告が行われることが考えられる。 

 そのような場合は，調整会議での説明・協議を行うことで， 

（１） 調整会議の了解が得られた場合 

医療機関独自の主観ではない，協議による客観的な病床機能の判断となる。 

（２） 調整会議の了解が得られない場合 

定量的基準による報告を求めることとなる。 

これを繰り返すことで，病床機能報告が，（定量的基準若しくは調整会議での協議を経た）

客観的な結果となり，基準として機能し得ると考えられる。 
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定量的基準の位置づけ 

令和３年度病床機能報告において，定量的基準と異なる病床機能報告があった医療機関 

 令和３年７月１日時点の機能 

（医療機関が選択した病床機能） 

令和３年７月１日時点の機能 

（定量的基準に基づく機能） 

※入院基本料との単純照合結果 

公立種子島病院 急性期 回復期 

 

資料3－1

資料３



資料3－2



資料3－3



資料3－4



資料3－5



資料3－6



資料3－7



資料3－8



資料3－9



資料3－10


